






要約:肝型アルギナーゼは尿素サイクルの最後の反応を触媒する酵素であり,アルギニン血

症はアルギナーゼの遺伝的欠損により生じる。8個の cDNA クローンを単離してその塩基配

列を決定したところ,5 箇所に塩基配列の多型が存在し,すべてアミノ酸の置換を伴ってい

た。したがって,ヒト肝型アルギナーゼにはアミノ酸配列に多型が存在すると思われる。ま

た PvuII と HincII を用いてアルギナーゼ遺伝子座に RFLP を見出した。 


